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（1）

関連会社株式・・・移動平均法に基づく原価法

（2）

最終仕入原価法による原価基準によっている。

（3）

定率法によっている。但し、平成10年4月1日以降取得した建物及び平成28年4月1日以降に取得した建物附属設備並びに

構築物については定額法によっている。なお一括償却固定資産については3年で定額償却している。

（4）

ソフトウェアは定額法によっている。

（5）

リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法によっている。

（6） 長期前払費用の償却方法

長期前払費用は定額法によっている。

（7）

①

100％を退職給付債務とする方法）により計上している。

②

③

④

（8）

税抜方式で行っている。

（9） #REF!

0 44953

0 204410
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　　 特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

科 目 前 期 末 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 当 期 末 残 高

特定資産

　車両運搬具 76,390,276 77,800,000 37,350,532 116,839,744

　什器備品 124,734 0 124,733 1

合計 76,515,010 77,800,000 37,475,265 116,839,745

233,928,853

155,600,000 155,600,000

155,600,000 0 155,600,000

財務諸表に対する注記

重要な会計方針

退職給付引当金は、職員の退職給付に備えるため、退職給付債務を簡便法(退職給付に係る期末自己都合要支給額の

役員退職慰労引当金は、役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上している。

有形固定資産の減価償却の方法

棚卸資産の評価基準及び評価方法

無形固定資産の減価償却の方法

リース資産の減価償却の方法

有価証券の評価基準及び評価方法

－18－

税引前当期一般正味財産増減額と法人税等の金額を合理的に期間対応させ、より適正な当期正味財産増減額を計上する

ことを目的として税効果会計を適用している。

引当金の計上基準

貸倒引当金は過去の一定期間における貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上している。

賞与引当金は支給見込額のうち、当会計年度に帰属する額を計上している。

消費税等に関する会計処理

特定資産の増減額及びその残高

税効果会計の適用
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特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 (単位：円）

科 目 当 期 末 残 高
（うち、指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額）

(うち負債に対応
する額)

特定資産

　車両運搬具 116,839,744 (110,606,937) (6,232,807) －

　什器備品 1 － (1) －

合計 116,839,745 (110,606,937) (6,232,808) －

4 担保に供している資産

なし。

5 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

科 目 取 得 価 額 減価償却累計額 当 期 末 残 高

建　物 2,856,532 925,512 1,931,020 44,953

建　物　付　属　設　備 72,820,685 64,039,839 8,780,846 204,410

構　築　物 1,765,923 1,636,768 129,155

車　両　運　搬　具 971,212,767 853,895,238 117,317,529

健　診　器　具 152,863,338 146,995,388 5,867,950

什　器　備　品 149,249,892 131,133,341 18,116,551

リ　ー　ス　資　産 234,173,874 229,820,738 4,353,136

ソ　フ　ト　ウ　ェ　ア 446,695,328 384,448,692 62,246,636

合　計 2,031,638,339 1,812,895,516 218,742,823

3,559,188,913 3,559,188,913

3,623,228,752

3,623,228,752 0 3,623,228,752

－19－

特定資産の財源等の内訳
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（１）

(単位：円）

賞与引当金繰入超過額 7,286,319

貸倒引当金繰入超過額 0

未払事業税否認等 4,299,260

退職給与引当金損金算入限度超過額 65,127,746

繰延税金資産 76,713,325

（２）

(単位：円）

項 目 非 収 益 事 業 収 益 事 業 合 計

税引前当期一般正味財産増減額（A) - 321,142,487 321,142,487

法人税、住民税及び事業税（B) - 129,433,031 129,433,031

法人税等調整額（C) - △ 279,293 △ 279,293

当期一般正味財産増減額（A）－（B)－(C) - 191,988,749 191,988,749
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1 採用している退職給付制度の概要

当協会は、確定給付型の制度として、確定給付企業年金制度および退職一時金制度を採用している。確定給付企業年金制度については、

複数事業主制度による「全国労働衛生機関企業年金」に加入しているが、自社の拠出に対応する年金資産の額を合理的に計算すること

ができないため、確定拠出制度と同様に会計処理を行っている。なお、当協会が加入していた「全国労働衛生機関厚生年金基金」は平成

29年5月に厚生労働省より認可を受け、「全国労働衛生機関企業年金基金」へ移行している。

なお、当協会は退職給付に係る負債及び退職給付費用の算定にあたり簡便法を採用している。

2 確定給付制度

（1） 期首における退職給付に係る負債 110,681,043 円

退職給付費用 14,193,705 円

退職給付の支給額 ▲ 583,850 円

期末における退職給付に係る負債 124,290,898 円

（2） 非積立型制度の退職給付債務 124,290,898 円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 124,290,898 円

退職給付に係る負債 124,290,898 円 44,953

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 124,290,898 円 204,410

（3） 退職給付に関連する損益

簡便法で計算した退職給付費用 14,193,705 円

－20－

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

法人税法上の非収益事業と収益事業の区分

退職給付関係

税効果会計関係



3 複数事業主制度

確定拠出制度と同様に会計処理する、複数事業主制度の厚生年金基金制度又は企業年金制度への要拠出額は、６，０２５，５６０円である。

なお、当協会が加入していた「全国労働衛生機関厚生年金基金」は、平成29年5月で代行返上を行い、確定給付企業年金基金である

「全国労働衛生機関企業年金基金」へ移行している。

8 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 (単位：円）

補助金等
の名称

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

受取補助金 JKA 10,388,001 ― 4,155,200 6,232,801

受取補助金 日本宝くじ協会 55,614,268 77,800,000 29,040,132 104,374,136

合　計 66,002,269 77,800,000 33,195,332 110,606,937

9 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 #REF! #REF!

(単位：円）

44953

204,410

0

0 0

特定資産

特定資産

内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

－21－

合計

経常収益への振替額

　減価償却費計上による振替額

33,195,332

0

貸借対照表上の
記載区分

0

33,195,332


